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流通・品質評価

－S-N曲線を用いたモモ果実の損傷特性の定量化－

成果の特徴
• モモを対象に，果実かたさの変化を予測する手法を開発するとともに，果実かた
さごとのS-N曲線を作成しました．“材料の疲労破壊”の分野で用いられるS-N曲線
を用いて，青果物の損傷特性を評価することが可能です．

• このような情報を蓄積することで，青果物の損傷防止技術の適切な選択が可能と
なります．

成果の内容

想定される用途・連携希望先
生鮮青果物の輸出促進および国内流通時のロス削減での利用が想定されます。
生鮮青果物の生産団体，輸出業者・流通業者および小売店等との連携を希望します。

軟化する果実の損傷しやすさの数値化
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モモ果実のかたさ変化予測

積算呼吸量で果実かたさを予測可能

モモ果実の損傷特性（S-N曲線)
S-N曲線：N×Gα＝β
N：損傷に至るまでの回数
G：加速度
α、β：対象ごとに異なる損傷特性パラメータ

果実かたさ指数（FI) α β

FI<1.0 1.52 4.00×104

1.0≦FI<1.5 1.99 2.23×106

1.5≦FI<2.0 2.01 4.29×106

2.0≦FI 2.12 2.54×107

果実かたさ毎の損傷特性を数値化
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